
環 境 活 動 報 告

Corporate Social
Responsibility Report 2011オフィスにおける環境保護活動 マテリアルフロー

大成ロテックは、単純に資源を消費して製品化するにとどまらず、いったん廃棄された資源を再生するなどの
有機的なフローを作りだし、資源の再利用と適正処理を心がけています。

【 工事施工部門 】
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資材の使用

施工量 74,473百万円 製造量 2,205千ｔ
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【 オフィス部門 】
オ フ ィ ス 業 務
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オフィスにおいても、省エネルギーやグリーン購入など日常の業務の中で、環境負荷の低減と同時に、
環境保護意識を高める活動を展開しています。

エネルギー使用量の削減
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昼休みの消灯を励行し、
電力消費の削減を図りました。

　２００５年度を初年度とする「大成ロテック株式会社環境目的＆
目標」（以下「目的＆目標」）で、オフィスの電力使用量、業務用に使
用する乗用車の燃料使用量削減を目標に掲げて活動していま
す。２010年度は「夏のクールビズの実施」「省エネ型電球の導入」
「昼休みの消灯」「アイドリングストップの実施」「使用燃料の削減」
など活動に取り組みました。電力については対前年比141.8千
Kw/h増加の結果となっ
たものの、ガソリン使用
量については210.8klの
減少を達成しました。

コピー用紙の削減
　「目的＆目標」で、コピー用紙の使用量を削減する目標をたてま
した。役職員の間で、両面コピーの実施・ミスコピー用紙の裏紙の
使用などが徹底され、２010年度は総量で前年比4.6ｔの減少とな
りました。また、一般事業系廃棄物の排出量においても対前年比
89.8ｔ減少しました。

水道、ガス使用量の削減
　水道・ガスの使用量の削減は、「目的＆目標」では項目にあがっ
ていませんが、「貴重な資源を大切に使用する」という基本理念の
もと、日常管理項目として活動してきました。その結果、水道使用
量・ガス使用量とも年々減少傾向にありますが、今年度は水道で
は9.6千m³の増加したものの、ガス使用量においては15.7千m³
の減少となりました。

クールビズ運動の実施
　大成ロテックは環境省が提唱しているチームマイナス６％運動
に参加しています。その活
動の一環として2010年度
も6月1日から９月３０日ま
で、全社のオフィスでクー
ルビズ（ノーネクタイ運動）
を実施しました。

グリーン購入比率の向上
　「目的＆目標」で、事務用品のグリーン購入を増やすことを目
標として活動してきました。その結果、初期の目標である「グリー
ン購入の意識を植え付ける」という目標は達成できたと考え、現
在は日常管理項目として活
動しています。
　２０10年度の購入比率
は、前年比6.5ポイント増の
40.8％を達成しました。今
後もこの活動を継続してい
きます。

2007
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

水道使用量（千㎥）

78.3 74.2 75.7

85.3
85

80

70

60

50

40

30

20

10

0

2007
年度

2008
年度

2009
年度

2010
年度

一般事業系廃棄物排出量（ｔ）

602.9
549.8 493.6

700

600

500

400

300

200

100

0

403.8

ゴミの排出量を削減すると同時に、
分別もより徹底して行いました。

コピーミスした用紙は破棄せず、
必ず裏紙を使用しています。

お客様にも告知し、ノーネクタイを徹底しました。
また室内温度は２８℃に設定しました。
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オ フ ィ ス 活 動工 事 施 工

再 生 材 の 製 造

合 材 製 造

地球温暖化
ガス発生

環境目的･目標
（1）産業廃棄物の適正処理
　  ・ 産業廃棄物トラブルの撲滅
　  ・ 電子マニフェスト導入率の向上
（2）施工時のCO2排出量の削減の推進と
　  資源保護
 　 ・ 施工時のミスロス排除によるエネルギー
   　 使用量の削減と資源使用量の削減

環境目的･目標
（1）産業廃棄物の適正処理
　  ・産業廃棄物トラブルの撲滅

（2）合材製造時のCO2排出量の削減の推進
  　・合材製造時のエネルギー使用量の削減

環境目的･目標
（1）オフィス部門のCO2排出量の削減の推進
　  ・オフィスにおけるエネルギー使用量の低減
　  ・連絡車の使用燃料の削減

（2）オフィス部門における資源使用量の削減の
　  推進
　  ・コピー用紙の使用量の削減

適 正 処 理
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